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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年7月19日(2018.7.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動注射器（１）であって：
　ケース（２）と、
　該ケース（２）内に摺動可能に配置され、ストッパ（６）を含むシリンジ（３）を保持
するように適用されたシリンジキャリア（８）と；
　該シリンジキャリア（８）内に摺動可能に配置され、ストッパ（６）に力を加えるよう
に適用されたプランジャ（１２）と；
　該プランジャ（１２）内に配置され、プランジャ（１２）をシリンジキャリア（８）に
対して付勢する駆動ばね（１０）と；
　ケース（２）内に摺動可能に配置され、シリンジキャリア（８）の上に嵌め込み式に配
置されたニードルシュラウド（７）と；
　（ｉ）該ニードルシュラウド（７）をシリンジキャリア（８）に連結するように適用さ
れ、かつ（ｉｉ）ニードルシュラウド（７）をケース（２）に連結するように適用された
戻り止め機構（１４）と
を含み、
　該戻り止め機構（１４）は、シリンジキャリア（８）のキャリア開口部（８．６）と解
放可能に係合するシュラウドボス（７．１）を有するニードルシュラウド（７）の弾性シ
ュラウドビーム（７．２）を含む、前記自動注射器。
【請求項２】
　ケース（２）は、ニードルシュラウド（７）が第１の伸張位置（ＦＥＰ）にあるときに
シュラウドボス（７．１）と当接する近位ケースボス（２．９）を含む、請求項１に記載
の自動注射器（１）。
【請求項３】
　プランジャ（１２）を解放可能にシリンジキャリア（８）に連結するように適用された
プランジャ解放機構（１５）をさらに含む、請求項１または２に記載の自動注射器（１）
。
【請求項４】
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　プランジャ解放機構（１５）は、プランジャ（１２）のプランジャ開口部（１２．１）
と解放可能に係合するキャリアボス（８．４）を有するシリンジキャリア（８）の弾性キ
ャリアビーム（８．３）を含む、請求項３に記載の自動注射器（１）。
【請求項５】
　自動注射器（１）であって：
　ケース（２）と、
　該ケース（２）内に摺動可能に配置され、ストッパ（６）を含むシリンジ（３）を保持
するように適用されたシリンジキャリア（８）と；
　該シリンジキャリア（８）内に摺動可能に配置され、ストッパ（６）に力を加えるよう
に適用されたプランジャ（１２）と；
　該プランジャ（１２）内に配置され、プランジャ（１２）をシリンジキャリア（８）に
対して付勢する駆動ばね（１０）と；
　ケース（２）内に摺動可能に配置され、シリンジキャリア（８）の上に嵌め込み式に配
置されたニードルシュラウド（７）と；
　（ｉ）該ニードルシュラウド（７）をシリンジキャリア（８）に連結するように適用さ
れ、かつ（ｉｉ）ニードルシュラウド（７）をケース（２）に連結するように適用された
戻り止め機構（１４）と；
　シリンジキャリア（８）上に摺動可能に配置されたカラー（１６）と；
　該カラー（１６）に付勢力を加える制御ばね（９）と
を含む、前記自動注射器（１）。
【請求項６】
　カラー（１６）は、シリンジキャリア（８）の段（８．５）と解放可能に係合するよう
に適用されたカラーボス（１６．１）を有する弾性カラービーム（１６．２）を含む、請
求項５に記載の自動注射器（１）。
【請求項７】
　カラー（１６）は、ニードルシュラウド（７）が第１の伸張位置（ＦＥＰ）にあるとき
にキャリアボス（８．４）に当接する、請求項２、４および５のいずれか１項に記載の自
動注射器（１）。
【請求項８】
　カラー（１６）、ニードルシュラウド（７）およびシリンジキャリア（８）は、ニード
ルシュラウド（７）が第１の伸張位置（ＦＥＰ）から第１の後退位置（ＦＲＰ）へと動く
ときにケース（２）に対して近位に動く、請求項７に記載の自動注射器（１）。
【請求項９】
　シリンジキャリア（８）の近位端（８．１）は、ニードルシュラウド（７）が第１の後
退位置（ＦＲＰ）にあるときに、フィードバックをもたらすようにケース（２）の近位端
（２．１１）に当接する、請求項７に記載の自動注射器（１）。
【請求項１０】
　シュラウドボス（７．１）は、ニードルシュラウド（７）が第１の後退位置（ＦＲＰ）
にあるときに、近位ケースボス（２．９）の近位にある、請求項８に記載の自動注射器（
１）。
【請求項１１】
　シリンジキャリア（８）は、ニードルシュラウド（７）が第１の後退位置（ＦＲＰ）の
近位の第２の後退位置（ＳＲＰ）にあるときに、シュラウドボス（７．１）がキャリア開
口部（８．６）を係合解除すると、遠位に前進する、請求項１０に記載の自動注射器（１
）。
【請求項１２】
　シュラウドボス（７．１）がキャリア開口部（８．６）を係合解除すると、カラー（１
６）はシリンジキャリア（８）を遠位に、シリンジキャリア（８）がケース（２）の前方
止め具（２．８）に当接するまで押し、カラー（１６）はまた、制御ばね（９）の付勢力
を受けてシリンジキャリア（８）を係合解除し、ニードルシュラウド（７）をケース（２
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）に対して第２の伸張位置（ＳＥＰ）になるまで押す、請求項１１に記載の自動注射器（
１）。
【請求項１３】
　カラー（１６）がシリンジキャリア（８）を係合解除すると、キャリアボス（８．４）
はプランジャ開口部（１２．１）を係合解除してプランジャ（１２）を解放する、請求項
１２に記載の自動注射器（１）。
【請求項１４】
　シュラウドボス（７．１）は、ニードルシュラウド（７）が第２の伸張位置（ＳＥＰ）
にあるときに遠位ケースボス（２．１０）に当接する、請求項１２に記載の自動注射器（
１）。
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